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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンチキュラ画像を生成するための方法であって、
　波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷基材をデジタル印刷機内に給送するステ
ップと、
　少なくとも１つの不透明インクを給送して前記デジタル印刷機の印刷ブランケットに実
質的に不透明な層をセットするステップと、
　複数の色インクを給送して前記印刷ブランケットの前記実質的に不透明な層の上にイン
タレース色画像層をセットするステップと、
　前記インタレース色画像層および前記実質的に不透明な層をロードされている前記印刷
ブランケットを使用して、前記インタレース色画像層および前記実質的に不透明な層を、
１回の押圧操作で前記印刷面に印刷するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記方法はさらに、少なくとも１つの色インクを給送して前記印刷ブランケットにレン
チキュラ物品の裏画像層をセットするステップを含み、前記少なくとも１つの色インクを
給送するステップは、前記レンチキュラ物品の裏画像層の上に前記実質的に不透明な層を
セットするように実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記方法はさらに、少なくとも１つの被覆材を給送して前記印刷ブランケットの前記イ
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ンタレース色画像層の上に被覆層をセットすることを含み、前記少なくとも１つの被覆材
は、前記１回の押圧操作で前記印刷面に印刷される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の色インクを給送するステップは、前記印刷ブランケットの前記実質的に不透
明な層の上にシアン色成分層、マゼンタ色成分層、イエロー色成分層、および黒色成分層
を形成するように前記複数の色インクを給送することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の色インクを給送するステップは、前記印刷ブランケットの前記実質的に不透
明な層の上にレッド色成分層、グリーン色成分層、およびブルー色成分層を形成するよう
に前記複数の色インクを給送することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の色インクを給送するステップは、前記印刷ブランケット上に約１５度のスク
リーン角度を有するシアン色のハーフトーンパターンをセットするようにシアン色インク
を給送することと、前記印刷ブランケット上に約７５度のスクリーン角度を有するマゼン
タ色のハーフトーンパターンをセットするようにマゼンタ色インクを給送することと、前
記印刷ブランケット上に約３０度のスクリーン角度を有するイエロー色のハーフトーンパ
ターンをセットするようにイエロー色インクを給送することと、前記印刷ブランケット上
に約５２．５度のスクリーン角度を有する黒色のハーフトーンパターンをセットするよう
に黒色インクを給送することとを含み、ここで前記スクリーン角度は、前記レンチキュラ
印刷基材のレンズの長手軸に対して設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の色インクを給送するステップは、前記印刷ブランケット上に投影されたレー
ザパターンの複数の歪みをマッピングすることと、前記インタレース色画像層が、前記複
数の歪みに従って設定された可変位置および幅を持つ複数の画像ストリップを有するよう
に、複数の色インクの給送を実行するための印刷命令を計算することとを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記レンチキュラ印刷基材は、複数のレンズを有するレンチキュラアレイである、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記方法は、複数のハーフトーン給送パターンの各々を別の複数の色インクに計算する
ことをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記計算は、傾き角度を測定して、デフォルト参照角度から前記傾き角度を減算するこ
とをさらに含み、ただし、前記測定において、参照レンチキュラ印刷基材が、前記複数の
色インクの前記色からのそれぞれの色の較正画像に対して取り付けられている、請求項９
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ハーフトーン給送パターンの各々は、前記レンチキュラ印刷基材と前記較正画像の
間でどの傾き角度においてアーチファクトが低減されるかを測定することによって計算さ
れる、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　レンチキュラ画像を生成するためのデジタル印刷機であって、前記デジタル印刷機は、
印刷ブランケットと、波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷基材を前記印刷ブラ
ンケットの前に搬送する印刷基材搬送ユニットと、前記デジタル印刷機の印刷ブランケッ
ト上に実質的に不透明な層をロードするように少なくとも１つの不透明インクを給送する
と共に、前記印刷ブランケット上の前記実質的に不透明な層の上にインタレース色画像層
をロードするように複数の色インクを給送するインク給送ユニットとを備え、前記インタ
レース色画像層および前記実質的に不透明な層をロードされている前記印刷ブランケット
は、前記デジタル印刷機において、前記インタレース色画像層および前記実質的に不透明
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な層を前記１回の押圧操作で前記印刷面に印刷するために使用される、デジタル印刷機。
【請求項１３】
　前記インタレース色画像は、約１５度、約７５度、約３０度、および約５２．５度のス
クリーン角度をそれぞれ有するシアン色のハーフトーンパターン、マゼンタ色のハーフト
ーンパターン、イエロー色のハーフトーンパターン、および黒色のハーフトーンパターン
を組み合わせたものであり、前記スクリーン角度は、前記レンチキュラ印刷基材のレンズ
の長手軸に対して設定される、請求項１２に記載のデジタル印刷機。
【請求項１４】
　前記デジタル印刷機の前記印刷ブランケットに投影されたレーザパターンの複数の歪み
をマッピングするステップと、複数のレンズに適応された複数の画像ストリップおよび前
記複数の歪みに従って設定された可変幅を持つインタレース色画像を、前記レンチキュラ
印刷基材に印刷するための印刷命令を計算するステップとを含み、前記印刷は、前記印刷
命令に従って実行され、前記複数のレンズは、均一なピッチを有する、請求項１に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記波状面は、均一なピッチを持ち、前記インタレース色画像は、前記インタレース色
画像を印刷するのに使用されるデジタル印刷機の印刷ブランケットに投影されたレーザパ
ターンの複数の歪みに従って選択される様々な位置および幅を持つ複数の画像ストリップ
を有するインタレース色画像を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記インタレース色画像層および前記実質的に不透明な層は、前記デジタル印刷機によ
って前記印刷面に共通の押圧操作で印刷される、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ある実施態様においてレンチキュラ印刷に関し、より具体的には、レンチキ
ュラ印刷方法、及びレンチキュラ印刷物品を向上させる方法及びシステムに関するが、こ
れらに限定されない。
【背景技術】
【０００２】
　レンチキュラ印刷とは、レンチキュラレンズを用いて、奥行きの錯覚を持つレンチキュ
ラ画像、またはレンチキュラ画像を異なる角度から見るときに被写体の動きを持つレンチ
キュラ画像を生成する技術である。この技術は１９４０年代に生まれたが、近年になって
より大きい動きおよび増大した奥行きを示すように発展した。
【０００３】
　一般的なカラー印刷プロセスでは、ロールまたはシートの形で提供されるレンズ材料は
高速度でオフセット印刷システムに給送される。オフセット印刷システムはインク色画像
（オフセット）を刷版からゴムブランケットに、次いでロールまたはシートに転写する。
【０００４】
　この数年の間に、印刷版における依存性を排除するために、デジタル印刷システムがレ
ンチキュラカラー印刷用に適応されるようになった。デジタルプレス印刷プロセスでは、
インクが互いに重なり合って印刷されて様々な色相が生成される。例えばグリーンは、イ
エローおよびシアンインキを互いに重なり合わせて印刷することから得られる。プロセス
カラー印刷では、網掛け画像、または各インク色用のハーフトーンが相次いで印刷される
。スクリーングリッドは様々な角度に設定され、網点は小さいロゼットを生成し、それは
一種の錯視を通して連続階調画像を形成するようである。ハーフトーニングは、印刷され
た絵を拡大して精査することによって見ることができる。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ画像を生成するための方法を提供する。方
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法は、波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷基材をデジタル印刷機内に給送する
ステップと、少なくとも１つの不透明インクを給送して印刷機の印刷ブランケットに実質
的に不透明な層をセットするステップと、複数の色インクを給送して印刷ブランケットの
実質的に不透明な層の上にインタレース色画像層をセットするステップと、印刷ブランケ
ットにより１回の押圧操作で印刷面上に印刷するステップとを含む。
【０００６】
　任意選択的に、方法はさらに、少なくとも１つの色インクを給送して印刷ブランケット
にレンチキュラ物品の裏画像層をセットするステップを含み、少なくとも１つの色インク
を給送するステップは、レンチキュラ物品の裏画像層の上に実質的に不透明な層をセット
するように実行される。
【０００７】
　任意選択的に、方法はさらに、少なくとも１つの被覆材を給送して印刷ブランケットの
インタレース色画像層の上に被覆層をセットすることを含む。
【０００８】
　任意選択的に、複数の色インクを給送するステップは、印刷ブランケットの実質的に不
透明な層の上にシアン色成分層、マゼンタ色成分層、イエロー色成分層、および黒色成分
層を形成するように複数の色インクを給送することを含む。
【０００９】
　任意選択的に、複数の色インクを給送するステップは、印刷ブランケットの実質的に不
透明な層の上にレッド色成分層、グリーン色成分層、およびブルー色成分層を形成するよ
うに、複数の色インクを給送することを含む。
【００１０】
　任意選択的に、複数の色インクを給送するステップは、印刷ブランケット上に約１５度
のスクリーン角度を有するシアン色のハーフトーンパターンをセットするようにシアン色
インクを給送することと、印刷ブランケット上に約７５度のスクリーン角度を有するマゼ
ンタ色のハーフトーンパターンをセットするようにマゼンタ色インクを給送することと、
印刷ブランケット上に約３０度のスクリーン角度を有するイエロー色のハーフトーンパタ
ーンをセットするようにイエロー色インクを給送することと、印刷ブランケット上に約５
２．５度のスクリーン角度を有する黒色のハーフトーンパターンをセットするように黒色
インクを給送することとを含み、ここでスクリーン角度は、レンチキュラ印刷基材のレン
ズの長手軸に対して設定される。
【００１１】
　任意選択的に、複数の色インクを給送するステップは、印刷ブランケット上に投影され
たレーザパターンの複数の歪みをマッピングすることと、インタレース色画像層が、複数
の歪みに従って設定された可変位置および幅を持つ複数の画像ストリップを有するように
、複数の色インクの給送を実行するための印刷命令を計算することとを含む。
【００１２】
　任意選択的に、レンチキュラ印刷基材は、複数のレンズを有するレンチキュラアレイで
ある。
【００１３】
　本発明の一部の実施形態では、波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷基材と、
デジタル印刷機で印刷面上に印刷されたインタレース色画像と、デジタル印刷機でインタ
レース色画像上に印刷された実質的に不透明な層と、デジタル印刷機で実質的に不透明な
層の上に印刷されたレンチキュラ物品裏画像とを含むレンチキュラ物品を提供する。
【００１４】
　任意選択的に、レンチキュラ印刷基材は、１インチ当たりの線数が７５（ＬＰＩ）のピ
ッチを有する。
【００１５】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ画像を生成するためのデジタル印刷機を提
供する。印刷機は、印刷ブランケットと、波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷
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基材を印刷ブランケットの前に搬送する印刷基材搬送ユニットと、印刷機の印刷ブランケ
ット上に実質的に不透明な層をセットするように少なくとも１つの不透明インクを給送す
ると共に、印刷ブランケット上の実質的に不透明な層の上にインタレース色画像層をセッ
トするように複数の色インクを給送するインク給送ユニットとを備える。印刷ブランケッ
トは、インタレース色画像層および実質的に不透明な層を印刷面に印刷するために使用さ
れる。
【００１６】
　本発明の一部の実施形態では、波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷基材と、
約１５度、約７５度、約３０度、および約５２．５度のスクリーン角度をそれぞれ有する
シアン色のハーフトーンパターン、マゼンタ色のハーフトーンパターン、イエロー色のハ
ーフトーンパターン、および黒色のハーフトーンパターンを組み合わせたインタレース色
画像とを備えたレンチキュラ画像を生成するためのレンチキュラ物品を提供する。スクリ
ーン角度は、レンチキュラ印刷基材のレンズの長手軸に対して設定される。
【００１７】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ物品を作製するための方法を提供する。方
法は、印刷ブランケットを持つ印刷機内に波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷
基材を給送するステップと、約１５度のスクリーン角度を有するシアン色のハーフトーン
パターンを印刷ブランケットにセットするようにシアン色インクを給送するステップと約
７５度のスクリーン角度を有するマゼンタ色のハーフトーンパターンを印刷ブランケット
にセットするようにマゼンタ色インクを給送するステップと、約３０度のスクリーン角度
を有するイエロー色のハーフトーンパターンを印刷ブランケットにセットするようにイエ
ロー色インクを給送するステップと、約５２．５度のスクリーン角度を有する黒色のハー
フトーンパターンを印刷ブランケットにセットするように黒色インクを給送するステップ
とを含む。スクリーン角度は、レンチキュラ印刷基材のレンズの長手軸に対して設定され
る。
【００１８】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ画像を適応させるための方法を提供する。
方法は、デジタル印刷機の印刷ブランケットに投影されたレーザパターンの複数の歪みを
マッピングするステップと、複数のレンズに適応された複数の画像ストリップおよび複数
の歪みに従って設定された可変幅を持つインタレース色画像を、複数のレンズを有するレ
ンチキュラ印刷基材に印刷するための印刷命令を計算するステップと、印刷命令に従って
インタレース色画像を印刷するために印刷機を使用するステップと、均一なピッチを有す
るレンチキュラアレイにインタレース色画像を付着させるステップとを含む。
【００１９】
　本発明の一部の実施形態では、均一なピッチを持つ波状面および裏面を有するレンチキ
ュラ印刷基材と、インタレース色画像を印刷するのに使用される印刷機の印刷ブランケッ
トに投影されたレーザパターンの複数の歪みに従って選択される様々な位置および幅を持
つ複数の画像ストリップを有するインタレース色画像とを有する、レンチキュラ物品を提
供する。インタレース色画像は裏面に付着される。
【００２０】
　別途定義されない限り、本明細書で使用されるすべての技術的用語及び／又は科学的用
語は、本発明が属する技術分野の当業者によって一般に理解されるのと同じ意味を有する
。本明細書に記載される方法及び材料と類似又は同等である方法及び材料を本発明の実施
又は試験において使用することができるが、例示的な方法及び／又は材料が下記に記載さ
れる。矛盾する場合には、定義を含めて、本特許明細書が優先する。加えて、材料、方法
及び実施例は例示にすぎず、限定であることは意図されない。
【００２１】
　本発明の実施態様の方法及び／又はシステムを実行することは、選択されたタスクを、
手動操作で、自動的に又はそれらを組み合わせて実行又は完了することを含んでいる。さ
らに、本発明の方法及び／又はシステムの実施態様の実際の機器や装置によって、いくつ
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もの選択されたステップを、ハードウェア、ソフトウェア、又はファームウェア、あるい
はオペレーティングシステムを用いるそれらの組合せによって実行できる。
【００２２】
　例えば、本発明の実施態様による選択されたタスクを実行するためのハードウェアは、
チップ又は回路として実施されることができる。ソフトウェアとして、本発明の実施態様
により選択されたタスクは、コンピューターが適切なオペレーティングシステムを使って
実行する複数のソフトウェアの命令のようなソフトウェアとして実施されることができる
。本発明の例示的な実施態様において、本明細書に記載される方法及び／又はシステムの
例示的な実施態様による１つ以上のタスクは、データプロセッサ、例えば複数の命令を実
行する計算プラットフォームで実行される。所望により、データプロセッサは、命令及び
／又はデータを格納するための揮発性メモリ、及び／又は、命令及び／又はデータを格納
するための不揮発性記憶装置（例えば、磁気ハードディスク、及び／又は取り外し可能な
記録媒体）を含む。所望により、ネットワーク接続もさらに提供される。ディスプレイ及
び／又はユーザー入力装置（例えば、キーボード又はマウス）も、所望によりさらに提供
される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本明細書では本発明のいくつかの実施態様を単に例示し添付の図面を参照して説明する
。特に詳細に図面を参照して、示されている詳細が例示として本発明の実施態様を例示考
察することだけを目的としていることを強調するものである。この点について、図面につ
いて行う説明によって、本発明の実施態様を実施する方法は当業者には明らかになるであ
ろう。
【００２４】
【図１】図１は、本発明の一部の実施形態に係る、デジタル印刷機の印刷ブランケットの
１回の押圧操作によって、インタレース色画像、実質的に不透明な層、および任意選択的
に被覆層をレンチキュラ印刷基材に印刷するプロセスで、レンチキュラ物品を作製するた
めの方法のフローチャートである。
【００２５】
【図２】図２は、本発明の一部の実施形態に係る、デジタル印刷機の印刷ブランケットの
１回の押圧操作によって、両面レンチキュラ物品を作製するための方法のフローチャート
である。
【００２６】
【図３】図３は、本発明の一部の実施形態に係る、図２に示したプロセスに従って作製さ
れたレンチキュラ物品の略図である。
【００２７】
【図４】図４は、本発明の一部の実施形態に係る、シアン、マゼンタ、イエロー、および
黒色モデルパターンのような色ハーフトーンパターンのスクリーン角度を計算する方法の
フローチャートである。
【００２８】
【図５Ａ】図５Ａは、例示的な公知の較正画像である。
【００２９】
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の一部の実施形態に係る、較正画像に対して回転された例示
的レンチキュラレンズ媒体の略図である。
【００３０】
【図６】図６は、本発明の一部の実施形態に従ってセットされた色ハーフトーンパターン
の例示的略図である。
【００３１】
【図７】図７は、本発明の一部の実施形態に係る、レンチキュラ物品を作製するプロセス
のフローチャートである。
【００３２】



(7) JP 6224695 B2 2017.11.1

10

20

30

40

50

【図８】図８は、本発明の一部の実施形態に係る、インタレース色画像を印刷するために
使用される印刷機のレーザモジュールによって生じる歪みにインタレース色画像を適応さ
せる方法のフローチャートである。
【００３３】
【図９】図９は、本発明の一部の実施形態に係る、誇張された直線歪みパターンを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明は、ある実施態様においてレンチキュラ印刷に関し、より具体的には、レンチキ
ュラ印刷方法、及びレンチキュラ印刷物品を向上させる方法及びシステムに関するが、こ
れらに限定されない。
【００３５】
　本発明の一部の実施形態では、デジタル印刷機の印刷ブランケットの１回の押圧操作に
よってインタレース色画像、実質的に不透明な層、および任意選択的に裏画像をレンチキ
ュラ印刷基材に印刷するプロセスで、レンチキュラ画像を生成するための方法およびシス
テムを提供する。例示的方法では、波状面および印刷面を有するレンチキュラ印刷基材が
デジタル印刷機に給送される。次いで、デジタル印刷機の印刷ブランケットに実質的に不
透明な層をセットするために、１つ以上の不透明インク材が給送される。次いで、印刷ブ
ランケットの実質的に不透明な層の上にインタレース色画像層をセットするために、色イ
ンクが給送される。これは、１回の押圧操作で印刷ブランケットによりレンチキュラ印刷
基材の印刷面に印刷することを可能にする。任意選択的に、インタレース色画像層の上に
被覆層をセットするために被覆材が給送される。これは、インタレース色画像とレンチキ
ュラ印刷基材との間の直接的な結合を可能にする。任意選択的に、実質的に不透明な層が
印刷ブランケットにセットされる前に、印刷ブランケットに黒色画像層をセットするため
に、色インクが給送される。そのような方法で、視覚データが両面に印刷された両面レン
チキュラ物品を印刷ブランケットの１回の押圧操作によって作成することができる。
【００３６】
　本発明の一部の実施形態では、印刷ブランケット上に特定の組の角度に従って位置合わ
せされた複数のハーフトーンパターン副層をセットすることによって、レンチキュラ物品
を作製する方法およびシステムを提供する。使用時に、波状面および印刷面を有するレン
チキュラ印刷基材は、印刷ブランケットを持つ印刷機内に給送される。次いで、約１５度
のスクリーン角度を有するシアン色のハーフトーンパターンを印刷ブランケット上にセッ
トするようにシアン色インクが給送され、約７５度のスクリーン角度を有するマゼンタ色
のハーフトーンパターンを印刷ブランケット上にセットするようにマゼンタ色インクが給
送され、約３０度のスクリーン角度を有するイエロー色のハーフトーンパターンを印刷ブ
ランケット上にセットするようにイエロー色インクが給送され、約５２．５度のスクリー
ン角度を有する黒色のハーフトーンパターンを印刷ブランケット上にセットするように黒
色インクが給送される。これらのスクリーン角度はレンチキュラ印刷基材のレンズの長手
軸に対して設定される。色のハーフトーンパターンをセットする順番は異なってよい。
【００３７】
　本発明の一部の実施形態では、画像の印刷に使用される印刷機のレーザモジュールの既
知の歪みに従って、インタレース色画像を適応させる方法およびシステムを提供する。適
応は任意選択的に、使用されるレンチキュラ印刷基材のピッチに一致するように割り当て
られるインタレース色画像のストリップの幅および位置の調整である。
【００３８】
　本発明の少なくとも一つの実施態様を詳しく説明する前に、本発明は、その適用におい
て、下記の説明に示されるか、及び／又は図面及び／又は実施例において例示される構成
要素及び／又は方法の組み立て及び構成の細部に必ずしも限定されないことを理解しなけ
ればならない。本発明は他の実施態様が可能であり、又は様々な方法で実施又は実行され
ることが可能である。
【００３９】
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　ここで図１を参照すると、それは、本発明の一部の実施形態に係る、印刷機の印刷ブラ
ンケット、任意選択的に再使用可能な印刷ブランケットの１回の押圧操作によって、イン
タレース色画像、実質的に不透明な層、および任意選択的に被覆層をレンチキュラ印刷基
材に印刷するプロセスで、レンチキュラ物品を作製するための方法のフローチャート１０
０である。プロセスは、市販のデジタル印刷機および／またはデジタルオフセット印刷機
、例えばＨＰ　Ｉｎｄｉｇｏ（商標）デジタル印刷機、印刷インタフェース、および／ま
たは追加の印刷ユニットを使用して、任意選択的にレンチキュラ物品の正確な自動的作製
を可能にし、それは任意選択的に両面印刷を含む。
【００４０】
　レンチキュラ画像は印刷機の印刷ブランケットの１回の押圧操作によって生成されるの
で、ゴースト、バンディング、モアレ、および／または望ましくない変動ピッチのような
一般的なレンチキュラ印刷アーチファクトを回避および／または（それらの広がりを）低
減することができる。これは、レンチキュラ印刷基材の各印刷領域に対する複数回の押圧
操作を回避する能力に加えて、１つのレンチキュラ物品当たりの製造コスト、および商業
的な利用にとっては不充分な低品質のレンチキュラ物品の無駄を軽減する。
【００４１】
　最初に、１０１に示すように、任意選択的に当業界で公知の通り、レンチキュラアレイ
のようなレンチキュラ印刷基材は印刷機に給送される。レンチキュラ印刷基材は、任意選
択的に特定のピッチによって定義される、波状面とも呼ばれる表面と、裏面とも呼ばれる
印刷面とを有する。
【００４２】
　印刷プロセス中に、レンチキュラ印刷基材は搬送され、例えば下述するように、基材へ
の１つ以上の画像の印刷を容易にするために印刷ブランケットの前に位置決めされる。
【００４３】
　１０２に示すように、印刷用の１つ以上の画像が選択および／または受信される。例え
ば、複数の異なるソース画像から得た複数の画像ストリップを含むインタレース色画像が
受信される。
【００４４】
　次に、１０３～１０５に示すように、印刷ブランケットが押圧操作のために準備される
。
【００４５】
　最初に、１０３に示すように、実質的に不透明な層を印刷ブランケットにセット（本書
ではロードともいう）するために、印刷ブランケットに１つ以上の不透明インク材が給送
される。実質的に不透明な層は任意選択的に、光学的透明度係数の低い、白、グレー、シ
ルバー、または黒のような均一な色を有する単色の不透明層である。層の低い光学的透明
度係数は任意選択的に、層の前に配置された画像を見たときに、層の後ろに配置される画
像がゴースト効果、または（０．５メートル未満の距離から）可視性の高いゴースト効果
を生じないように設定される。任意選択的に、複数の単色の不透明層、例えば白層、シル
バー層、および白層が使用される。実質的に不透明な層は任意選択的に、多色の不透明層
であり、不透明層の色、色相、および／または彩度は様々に異なってよい。任意選択的に
、色、色相、および彩度は、例えば下述するように印刷されようとする受信した画像、例
えばインタレース色画像および／または裏画像の画像処理に従って動的に設定される。こ
の動的設定は、インタレース色画像と裏画像との間のより良好な分離をもたらし、かつ／
または裏画像の結果としてとしてのインタレース色画像の暗色化および／または透明性の
ようなアーチファクトを軽減することができる。
【００４６】
　次に、１０４に示すように、印刷ブランケットの実質的に不透明な層の上にインタレー
ス色画像層をセットするために、複数の原色の複数の色インク材が給送される。インタレ
ース色画像のストリップの幅は任意選択的に、レンチキュラ印刷基材のピッチに適応され
る。インタレース色画像層は任意選択的に、受信したインタレース色画像に従ってセット
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される。任意選択的に、受信した画像の各原色は、ハーフトーンスクリーンまたは網掛け
とも呼ばれる別々のハーフトーンパターン副層として追加される。任意選択的に、インタ
レース色画像層は、例えば下述の通り、特殊網掛けプロセスに従って各チャネルが副層に
変換されるように、シアン、マゼンタ、イエロー、および黒（ＣＭＹＫ）色モデル、また
はレッド・グリーン・ブルー（ＲＧＢ）色モデルに従って定義される。
【００４７】
　任意選択的に、１０５に示すように、被覆層をセット（本書ではロードともいう）する
ために、印刷ブランケットに１つ以上の被覆材（例えばＤｕｒａＧｏ（商標）またはＴｏ
ｐａｚ（商標））が給送される。被覆層は、押圧中および／または押圧後に、他の層がレ
ンチキュラ印刷基材に付着することを可能にする。それはレンチキュラレンズを特殊な材
料で被覆する周知の技術である。他の層を持つ印刷ブランケットには押圧操作の前に接着
材がロードされるので、指定の結合プロセスは不要であることに注目されたい。これは作
業の流れを簡素化し、コストを削減する。
【００４８】
　次に、１０６に示すように、インタレース色画像層および実質的に不透明な層がロード
された印刷ブランケットは、例えば当業界で公知の通り、層をレンチキュラ印刷基材の裏
面／印刷面に印刷するために使用される。層は任意選択的に、接着材によってレンチキュ
ラ印刷基材に結合される。
【００４９】
　そのような実施形態では、インタレース色画像、実質的に不透明な層、および任意選択
的に接着材被覆層は、１回の押圧操作でレンチキュラ印刷基材に結合（印刷ともいう）さ
れる。
【００５０】
　次に図２を参照すると、それは、本発明の一部の実施形態に係る、印刷機の印刷ブラン
ケットの１回の押圧操作によって、裏画像、実質的に不透明な層、およびインタレース色
画像をレンチキュラ印刷基材に印刷するプロセスで、両面レンチキュラ物品を作製するた
めの方法のフローチャート２００である。１０１～１０６は任意選択的に、図１に関連し
て記載した通りであるが、この図２には、裏画像層を印刷ブランケット２０１にロードす
るプロセスが記載されている。追加される裏画像は、作製されたレンチキュラ物品の裏（
すなわち波状面ではない側）から見るように設計される。裏画像は商標、ビジュアルデー
タ、テキストデータ、バーコード、例えばＱＲコード（登録商標）等とすることができる
。例えばレンチキュラ物品を名刺として使用する場合、裏画像層は連絡先の詳細を含むこ
とができる。
【００５１】
　任意選択的に、２０１に示す通り、任意選択的にカラーの裏画像層を印刷ブランケット
にセットするために、１つ以上のインク材が給送される。裏画像層は任意選択的に、受信
した画像に従ってセットされる。例えば図３は、本発明の一部の実施形態に係る、図２に
示したプロセスに従って作製されたレンチキュラ物品３０１の略図である。図は、波状面
３０５と、被覆層３０１に結合された裏面／印刷面３０６とを有するレンチキュラ印刷基
材３０１を示す。被覆層３０１の上に、インタレース色画像層３０２が重ねられている。
インタレース色画像層３０２の上に、１つ以上の実質的に不透明な層３０３が重ねられて
いる。１つ以上の実質的に不透明な層３０３の上に、裏画像層が重ねられている。
【００５２】
　上述したインクおよび接着材は任意選択的に、使用する印刷機のインク給送ユニット（
任意選択的に一般的な印刷機の一般的なインク給送ユニット）によって、印刷ブランケッ
ト上に給送されることに注目されたい。
【００５３】
　上述の通り、インタレース色画像層、および任意選択的に裏画像層は、ハーフトーンパ
ターン副層を含む。パターン副層（網掛け）は別個のソフトウェアパッケージとして、ま
たは印刷機内に実装することができる。
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【００５４】
　別個のソフトウェアパッケージの場合、受信する画像は任意選択的に１組の１ビット画
像ファイルである。レンチキュラ印刷基材３０１のレンズはハーフトーンパターンに付加
される一連の垂直線および／または水平線を生成するので、ハーフトーンパターンの正確
な傾きは、レンチキュラ製品の品質にかなりの効果をもたらすことができる。垂直線およ
び／または水平線に対するハーフトーンパターンの傾きが適切に調整されなければ、顕著
なモアレ効果が形成されることがある。正確な傾きは印刷およびレンズ特性に依存し、任
意選択的に特定の印刷機および／またはレンズのピッチに対し別々に計算される。
【００５５】
　発明者は驚くことに、１インチ当たりの本数（すなわちレンチキュラレンズの数）が７
５（ＬＰＩ）のレンチキュラ印刷基材、およびＨＰ　Ｉｎｄｉｇｏ（商標）デジタル印刷
機のような印刷機を用いて印刷されるレンチキュラ画像を有するレンチキュラ物品におけ
るモアレ効果を軽減するために要求される正確な傾きが、
　シアン色のハーフトーンパターンの場合、レンチキュラ印刷基材のレンチキュラレンズ
の長手軸に対して１５度であり、
　マゼンタ色のハーフトーンパターンの場合、レンチキュラ印刷基材のレンチキュラレン
ズの長手軸に対して７５度であり、
　イエロー色のハーフトーンパターンの場合、レンチキュラ印刷基材のレンチキュラレン
ズの長手軸に対して３０度であり、
　黒色のハーフトーンパターンの場合、レンチキュラ印刷基材のレンチキュラレンズの長
手軸に対して５２．５度である
ことを発見した。
【００５６】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ印刷基材を有するレンチキュラ物品のモア
レ効果を軽減するために要求される傾きは、プリンタの較正画像を用いて計算される。例
えば、次に図４を参照すると、それは、本発明の一部の実施形態に係る、シアン、マゼン
タ、イエロー、および黒色モデルパターンのような色ハーフトーンパターンのスクリーン
角度を計算する方法のフローチャートである。最初に、１５１に示すように、複数の代表
的プリンタ較正画像から較正画像が選択され、例えば使用されるプリンタに適合される。
例示的な公知の較正画像を図５Ａに提示する。任意選択的に、１５２に示す通り、必要な
らば、較正画像は、別の色画像を作成することによって、使用される色モデルに適応され
る。例えば較正画像は、４つの別々の色画像（Ｃ、Ｍ、Ｙ、およびＫ画像）を作成するこ
とによって、ＣＭＹＫ色モデルに変換される。次に、１５３に示すように、色ハーフトー
ンパターンのスクリーン角度が識別される。別の色に対し、各色のハーフトーンパターン
がセットされる。任意選択的に、レンチキュラ印刷基材は少なくとも２００ＬＰＩの線形
スクリーンを有する。任意選択的に、計算にはデフォルトスクリーン角度、例えば上記の
スクリーン角度（Ｃ：０、Ｍ：１５、Ｙ：４５、Ｋ：７５）が使用される。例えば１５５
～１６０は、各色画像に対して実行される。１５５に示すように、レンチキュラ印刷基材
１６５は色画像の前に位置決めされる。任意のアーチファクトが存在する場合、レンズは
１５６に示すように枢軸を中心に時計周り方向に回転され、例えばレンチキュラ印刷基材
６０１は図５Ｂの枢軸１６１を中心に相関画像１６２の上で、アーチファクトが存在しな
くなるまで、かつ／またはアーチファクトが最小限に低減されるまで回転される。次いで
、１５７に示すように、レンチキュラ印刷基材６０１と相関画像１６２との間の角度１６
３が（基準軸線に対して）固定される。回転および／または固定は手動で、かつ／または
機械的アームを使用して自動的に実行することができる。次に、１５９に示すように、較
正画像（例えば用紙）の左側と（回転前の）レンチキュラレンズの左側との間の角度１６
３が測定される。角度１６３を本書では、アルファ（色チャネル）、例えばシアン画像の
場合アルファ（シアン）または黒画像の場合はアルファ（黒）と呼ぶことがある。次に、
１５９に示すように、それぞれの色における色ハーフトーンパターンのスクリーン角度は
、それぞれの色のアルファ（チャネル）値をそれぞれのデフォルトスクリーン角度から減
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算することによって算出される。全ての色チャネルの試験および較正後に、色ハーフトー
ンパターンが作製され、例えば本書に記載するように印刷に使用される。
【００５７】
　図６および図７をも参照すると、図６は、本発明の一部の実施形態に係る、上述した色
ハーフトーンパターンの例示的略図であり、図７は、本発明の一部の実施形態に係る、レ
ンチキュラ物品を作製するプロセスのフローチャート３００である。最初に、５０１に示
すように、例えば１０１に関連して上述した通り、波状面および印刷面を有するレンチキ
ュラ印刷基材が、印刷ブランケットを有する印刷機に給送される。次いで、５０２に示す
ように、約１５度のスクリーン角度を有するシアン色のハーフトーンパターンを印刷ブラ
ンケットにセットするために、シアン色インクが給送される。次いで、５０３に示すよう
に、約７５度のスクリーン角度を有するマゼンタ色のハーフトーンパターンを前記印刷ブ
ランケットにセットするために、マゼンタ色インクが給送される。次いで、５０４に示す
ように、約３０度のスクリーン角度を有するイエロー色のハーフトーンパターンを前記印
刷ブランケットにセットするために、イエロー色インクが給送される。次いで、５０５に
示すように、約５２．５度のスクリーン角度を有する黒色のハーフトーンパターンを前記
印刷ブランケットにセットするために、黒色インクが給送される。スクリーン角度はレン
チキュラ印刷基材のレンズの長手軸に対して設定される。
【００５８】
　本発明の一部の実施形態では、上記の印刷インタレース色画像のようなインタレース色
画像は、インタレース色画像を印刷するために使用される印刷機のレーザモジュールの歪
みに従って適応される。一般的に公知の通り、デジタル印刷機のレーザモジュールは、押
圧操作の前に印刷ブランケットにインクを引くためのレーザマークの静電気層を生成する
ように設計された複雑な機械である。レーザマークの分布は、レーザモジュールの様々な
物理的特性のため、不完全である。この不完全さは、高い精度が要求されるレンチキュラ
印刷に顕著な効果をもたらすことがある。次に、図８を参照すると、それは、本発明の一
部の実施形態に係る、インタレース色画像を印刷するために使用される印刷機のレーザモ
ジュールによって生じる歪みにインタレース色画像を適応させる方法のフローチャート６
００である。プロセスは、例えば図１および図２で上述したレンチキュラ物品の作製プロ
セスとは別個に、またはレンチキュラ物品の作製プロセスの一部として実現することがで
きる。
【００５９】
　最初に、６０１に示すように、印刷機の印刷ブランケットに投影されるレーザパターン
の歪みが識別される。直線歪みは、印刷ブランケット上の特定の基準位置からの距離に応
じて単調に計算することができる。例えば、図９は誇張された直線歪みパターンを示す。
ここで、線によって示されるレーザ光は三角形７０１から生じ、それらの光源とレンチキ
ュラシート上のレンズとの間の距離に応じて大きくなる歪みを発生させる。非直線歪みは
印刷機によって作製された基準プリントアウトの解析によって識別された予測可能なパタ
ーンに従って計算することができる。
【００６０】
　次に、６０２に示すように、可変幅を持つ複数の画像ストリップを有するインタレース
色画像を印刷するための印刷命令は、レンチキュラ印刷基材のレンズのピッチに照らして
歪みに従って計算される。本書で使用する場合、画像ストリップとは、レンチキュラ印刷
基材のそれぞれのレンズによって結像されるようにセットされた帯状のビジュアルデータ
である。
【００６１】
　計算は任意選択的に、印刷ブランケット上の対応する推定位置およびそのピッチの予想
歪みに応じてインタレース色画像のピッチを調整する調整命令を誘発する。
【００６２】
　次に、例示的計算について述べる。レンズのピッチが７５．１ｍｍである場合、（かつ
印刷機ブランケット）、印刷ピッチを＋０．２ｍｍ歪ませる歪みは右３番目に識別され、
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７４．９ｍｍの調整後のピッチはインタレース色画像の右３番目に算出することができる
。７５．１ｍｍの標準ピッチは、インタレースレンチキュラ画像の左３分の２に対して使
用することができる。この調整後のピッチは、７５．１ｍｍの元々のピッチに対する歪み
のため、拡大されることが予想される。歪みはより頻繁に変化することがあり、最終的に
ピッチはレンチキュラシート上の各単一レンズ毎に調整される。
【００６３】
　次に、７０３に示すように、調整されたインタレース色画像を印刷するために、印刷命
令を使用することができる。７０４に示すように、調整されたインタレース色画像は、例
えば当業界で公知の通り、均一なピッチを有するレンチキュラアレイと結合される。
【００６４】
　本出願から成熟する特許の存続期間の期間中には、多くの関連するシステム及び方法が
開発されることが予想され、モジュール、プロセッサ、およびシステムの用語の範囲は、
すべてのそのような新しい技術を先験的に包含することが意図される。
【００６５】
　本明細書中で使用される用語「約」は、±１０％を示す。
【００６６】
　用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ、ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ、ｉｎｃｌｕｄｅｓ、ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」、「有する（ｈａｖｉｎｇ）」、及びそれらの同根語は、「含むが、そ
れらに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」
ことを意味する。この用語は、「からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」及び「から
本質的になる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」を包含する。
【００６７】
　表現「から本質的になる」は、さらなる成分及び／又は工程が、特許請求される組成物
又は方法の基本的かつ新規な特徴を実質的に変化させない場合にだけ、組成物又は方法が
さらなる成分及び／又は工程を含み得ることを意味する。
【００６８】
　本明細書中で使用される場合、単数形態（「ａ」、「ａｎ」及び「ｔｈｅ」）は、文脈
がそうでないことを明確に示さない限り、複数の参照物を包含する。例えば、用語「化合
物（ａ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」又は用語「少なくとも１つの化合物」は、その混合物を含
めて、複数の化合物を包含し得る。
【００６９】
　用語「例示的」は、本明細書では「例（ｅｘａｍｐｌｅ，ｉｎｓｔａｎｃｅ又はｉｌｌ
ｕｓｔｒａｔｉｏｎ）として作用する」ことを意味するために使用される。「例示的」と
して記載されたいかなる実施態様も必ずしも他の実施態様に対して好ましいもしくは有利
なものとして解釈されたりかつ／又は他の実施態様からの特徴の組み入れを除外するもの
ではない。
【００７０】
　用語「所望により（任意選択的に）」は、本明細書では、「一部の実施態様に与えられ
るが、他の実施態様には与えられない」ことを意味するために使用される。本発明のいか
なる特定の実施態様も対立しない限り複数の「所望による（任意選択的な）」特徴を含む
ことができる。
【００７１】
　本開示を通して、本発明の様々な態様が範囲形式で提示され得る。範囲形式での記載は
単に便宜上及び簡潔化のためであり、本発明の範囲に対する柔軟性のない限定として解釈
すべきでないことを理解しなければならない。従って、範囲の記載は、具体的に開示され
た可能なすべての部分範囲、ならびに、その範囲に含まれる個々の数値を有すると見なさ
なければならない。例えば、１～６などの範囲の記載は、具体的に開示された部分範囲（
例えば、１～３、１～４、１～５、２～４、２～６、３～６など）、ならびに、その範囲
に含まれる個々の数値（例えば、１、２、３、４、５及び６）を有すると見なさなければ
ならない。このことは、範囲の広さにかかわらず、適用される。



(13) JP 6224695 B2 2017.11.1

10

20

【００７２】
　数値範囲が本明細書中で示される場合には常に、示された範囲に含まれる任意の言及さ
れた数字（分数又は整数）を含むことが意味される。第１の示された数字及び第２の示さ
れた数字「の範囲である／の間の範囲」という表現、及び、第１の示された数字「から」
第２の示された数「まで及ぶ／までの範囲」という表現は、交換可能に使用され、第１の
示された数字と、第２の示された数字と、その間のすべての分数及び整数とを含むことが
意味される。
【００７３】
　明確にするため別個の実施態様の文脈で説明されている本発明の特定の特徴が、単一の
実施態様に組み合わせて提供されることもできることは分かるであろう。逆に、簡潔にす
るため単一の実施態様で説明されている本発明の各種の特徴は別個に又は適切なサブコン
ビネーションで、あるいは本発明の他の記載される実施態様において好適なように提供す
ることもできる。種々の実施態様の文脈において記載される特定の特徴は、その実施態様
がそれらの要素なしに動作不能である場合を除いては、それらの実施態様の不可欠な特徴
であると見なされるべきではない。
【００７４】
　本発明はその特定の実施態様によって説明してきたが、多くの別法、変更及び変形があ
ることは当業者には明らかであることは明白である。従って、本発明は、本願の請求項の
精神と広い範囲の中に入るこのような別法、変更及び変形すべてを包含するものである。
【００７５】
　本明細書で挙げた刊行物、特許及び特許出願はすべて、個々の刊行物、特許及び特許出
願が各々あたかも具体的にかつ個々に引用提示されているのと同程度に、全体を本明細書
に援用するものである。さらに、本願で引用又は確認したことは本発明の先行技術として
利用できるという自白とみなすべきではない。節の見出しが使用されている程度まで、そ
れらは必ずしも限定であると解釈されるべきではない。
【図１】 【図２】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図８】 【図９】
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